
議会を
傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は 12／8 ～火

11.1  No.182015/H27

《平成27年９月定例会（９月２日～28日）》
　●議案賛否一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
《市政を問う》
　●大綱質疑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4
　●一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7
　●常任委員会審査レポート・・・・・P13
　●決算審査特別委員会審査レポート・・・・P14
《ぎいん見聞録》
　●行政視察報告・・・・・・・・・・・・・・・・・P15

【今号の主な内容】

さんじょう
市議会
だより

議会だよりへのご意見・ご要望は、こちらまで。
電話：0256-34-5511㈹ 内線347　Fax：0256-33-8861　メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp 検索三条市議会

パソコンでも情報発信中！

三条・燕総合グラウンド全天候化

野球教室（タイガース）

 7  月

 8  月

 9  月

発行／三条市議会　　編集／議会報編集委員会　　責任者／議長  森山　昭

三条市議会事務局
電話：0256-34-5511㈹　内線347 F a x：0256-33-8861
http://www.city.sanjo.niigata.jp/ E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

編 集 後 記

委 員 長　野崎正志
副委員長　坂井良永
　　　　　野嵜久雄　　河原井拓也
　　　　　山田富義　　長橋一弘

【議会報編集委員会】

この印刷物は、
植物油インクと再生紙を
使用しています。

　２日　兵庫県加古川市議会視察来条
　３日　埼玉県川島町議会視察来条
　６日　議会運営委員会
　　　　相馬地方広域水道企業団議会視察来条
　７日　河川改修・国道整備促進特別委員会行政視察

～８日（愛知県名古屋市、豊田市）
　　　　青森県板柳町議会視察来条
　９日　鳥取県三朝町議会視察来条
１０日　静岡県浜松市議会視察来条
　　　　千葉県千葉市議会視察来条
１３日　大阪府守口市議会視察来条
　　　　地方議会議員セミナー [公明党議員団]

～１４日（東京都）
１４日　愛媛県西予市議会視察来条
１５日　三市議会議員合同研修会（田上町）
１６日　広島県三原市議会視察来条
１７日　議員活動基本講座[新政クラブ]（東京都）
２１日　議会報編集委員会
　　　　神奈川県横浜市会視察来条
２２日　自民クラブ行政視察　～２４日（北海道釧路市、根

室市、帯広市）
２３日　滋賀県豊郷町議会視察来条
２７日　議員定数等調査特別委員会
２８日　議会報編集委員会
　　　　茨城県取手市議会視察来条
２９日　静岡県議会視察来条
３０日　岐阜県中津川市議会視察来条
３１日　議会報編集委員会
　　　　福岡県飯塚市議会視察来条

　３日　自由クラブ行政視察　～５日（北海道北広島市、小
樽市、苫小牧市）

　５日　愛媛県伊予市議会視察来条
　７日　地域医療再生セミナー [新しい風]

～８日（東京都）
１１日　経済建設常任委員協議会
１７日　市民福祉常任委員協議会
１８日　東京都多摩市議会視察来条
　　　　兵庫県姫路市議会視察来条
１９日　中越地区市議会合同議員研修会（小千谷市）
２０日　総務文教常任委員協議会
２４日　新潟県市議会議長会秋季定期総会（三条市）
　　　　第33回市町村議会議員研修会in YOKOHAMA[日

本共産党議員団]　～２５日（横浜市）

２６日　議案概要説明会
　　　　議会運営委員会
　　　　鹿児島県議会視察来条
２８日　議員定数等調査特別委員会

　１日　議会運営委員会
　２日　本会議[決算審査特別委員会設置～委員選任、提案説明]
　　　　決算審査特別委員会
　４日　本会議[大綱質疑～委員会付託]
　７日　本会議[一般質問]
　８日　本会議[一般質問]
　９日　本会議[一般質問]
　　　　議会報編集委員会
１０日　市民福祉常任委員会
１１日　経済建設常任委員会
　　　　経済建設常任委員協議会
１４日　総務文教常任委員会
　　　　総務文教常任委員協議会
１５日　決算審査特別委員会(市民福祉分科会)
１６日　決算審査特別委員会(経済建設分科会)
１７日　決算審査特別委員会(総務文教分科会)
２４日　決算審査特別委員会
２５日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会
２６日　第34回高齢社会をよくする女性の会全国大会in長岡
　　　　[公明党議員団、日本共産党議員団]

～２７日（長岡市）
２８日　議会運営委員会
　　　　本会議[委員長報告～採決]
　　　　総務文教常任委員協議会

12月定例会日程12月定例会日程

議 会 日 誌議 会 日 誌

　８日(火)　本会議[提案説明]
　９日(水)　本会議[大綱質疑～委員会付託、一般質問]
１０日(木)　本会議[一般質問]
１１日(金)　本会議[一般質問]
１４日(月)　本会議[一般質問]
１５日(火)　市民福祉常任委員会
１６日(水)　経済建設常任委員会
１７日(木)　総務文教常任委員会
２２日(火)　本会議[委員長報告～採決]

（健康とスポーツ）

　９月定例会を下田公民館女性セミナーメンバー約30名の方々が傍聴されました。他の傍聴者を含めて固定の椅子では不足し、事務局
メンバーがうれしい悲鳴を上げた次第です。当然、議員および理事者サイドにも良い意味での緊張感が見られました。
　議会は、市政の最高意思決定機関としての位置付けです。現在はいまだ平日、日中での開催ですが、現地現場で見ていただければ幸い
です。また、インターネットでの生中継・録画放映も実施しております。三条市議会は開かれた議会を目指しています。市民の皆様方の忌憚
のないご意見をお寄せください。
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す
る
条
例
の
制
定
」
な
ど
の
条

例
案
件
、「
保
内
地
区
交
流
拠
点
施
設
庭
園

生
活
館
建
設
建
築
本
体
工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更
」、
大
崎
中
学
校
区
小
中
一
体
校
建

設
事
業
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
本
調
査
お

よ
び
旧
第
一
中
学
校
跡
地
の
耐
震
性
貯
水
槽

設
置
工
事
に
お
け
る
軟
弱
地
盤
に
対
す
る
施

工
方
法
の
変
更
に
伴
う
工
事
請
負
費
の
増
額

な
ど
約
５
億
９
２
０
０
万
円
を
盛
り
込
ん
だ

「
平
成
27
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」

な
ど
20
件
が
上
程
さ
れ
、
小
中
一
体
校
施
設

整
備
費
の
工
事
請
負
費
を
削
除
し
た
「
平
成

27
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す

る
修
正
案
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
そ

の
他
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認

ま
た
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
の
採
択
に
伴
い
、
国
会
お

よ
び
関
係
行
政
庁
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

● ● ● ● ● ● ● ●   議 案 賛 否 一 覧 表   ● ● ● ● ● ● ● ●

↖3ページへ続く

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

新
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
団

議

決

結

果区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 8 5 4 3 3 2

〔市長提出〕

条
　
　
　
　
　
　
　
例

議第１号 三条市個人番号の利用に関する条
例の制定について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施
行に伴い、個人番号の利用に関し必要な事項を定めるため、本条例を制定するもの
施行期日：平成28年1月1日

○ ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第２号 三条市個人番号カードの利用に関す
る条例の制定について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施
行に伴い、個人番号カードの利用に関し必要な事項を定めるため、本条例を制定
するもの　施行期日：平成28年1月1日

○ ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第３号 三条市個人情報保護条例の一部改
正について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施
行に伴い、特定個人情報等の取り扱いに関し必要な事項を定めるため、必要な改
正を行うもの　施行期日：平成28年1月1日等

○ ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第４号 三条市情報公開・個人情報保護制度
審議会条例の一部改正について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施
行に伴い、特定個人情報保護評価の事務について、一定の場合に学識経験のあ
る者等の意見を聴くこととされたことから、当該事務に係る審議を審議会の所掌
事項とするため、必要な改正を行うもの　施行期日：公布の日

○ ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第５号 三条市職員の再任用に関する条例
等の一部改正について

地方公務員等共済組合法および厚生年金保険法の一部改正に伴い、条例におい
て引用するこれらの法律の規定が改正されることから、必要な改正を行うもの
施行期日：平成27年10月1日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第６号 三条市手数料条例の一部改正につ
いて

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施
行に伴い、個人番号の通知カードおよび個人番号カードの再交付手数料を定め
るため、必要な改正を行うもの。また、住民基本台帳法の一部改正に伴い、住民
基本台帳カードの交付事務が廃止されることから、当該事務に係る手数料を定
める規定について、必要な改正を行うもの　施行期日：平成27年10月5日等

○ ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第７号 三条市立保育所条例の一部改正に
ついて

老朽化した須頃保育所を移転改築するため、必要な改正を行うもの
施行期日：平成27年10月5日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第８号 三条市印鑑条例の一部改正について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施
行に伴い、住民基本台帳カードに代わるものとして個人番号カードを交付するこ
とから、当該カードを印鑑登録証として利用できるようにするため、必要な改正
を行うもの　施行期日：平成28年1月1日

○ ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第９号 三条市住民基本台帳カードの利用に
関する条例の廃止について

住民基本台帳法の一部改正に伴い、住民基本台帳カードの交付事務が廃止され
ることから、必要な経過措置を設けた上で、条例を廃止するもの
施行期日：平成28年1月1日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第10号 市道路線の認定及び廃止について 認定路線　6路線　実延長　1,226.2ｍ
廃止路線　1路線　実延長　1,192.4ｍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第11号
保内地区交流拠点施設庭園生活館
建設建築本体工事請負契約の一部
変更について

杭長の変更による工事請負費の増額
変更前契約額	 2億5,153万2,000円
変更後契約額	 2億5,453万4,400円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

予
　
　
算

議第12号 平成２７年度三条市一般会計補正
予算

大崎中学校区小中一体校建設事業における埋蔵文化財の本調査や旧第一中学
校跡地の耐震性貯水槽設置工事などに要する経費の増額
補正額　	 4億3,575万3,000円
補正後の額	 460億2,723万2,000円

○ ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第13号 平成２７年度三条市国民健康保険事
業会計補正予算

平成26年度の療養給付実績による国庫負担金等の償還金の追加
補正額　　　	 1億1,516万2,000円
補正後の額　	 113億6,569万8,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第14号 平成２７年度三条市介護保険事業
特別会計補正予算

平成26年度の介護給付実績による国庫負担金等の償還金の追加および平成26
年度決算に伴う剰余金の基金への積み立て
補正額　	 3億3,455万8,000円
補正後の額	 94億6,915万8,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決
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そ
の
他
議第15号 平成26年度三条市水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について

地方公営企業法第32条第2項の規定により、平成26年度三条市水道事業会計
未処分利益剰余金を処分するもの
１　当年度未処分利益剰余金		  3,945万3,668円
２　利益剰余金処分額
       利益積立金　　　　	 　	 3,945万3,668円
３　翌年度繰越利益剰余金　　		  0円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

予
　
　
算

議第16号 平成27年度三条市一般会計補正予
算

民間事業者が行う地域密着型特別養護老人ホーム等の整備に対する補助金お
よび寄付採納に伴う奨学基金への積み立て
補正額　　　　　	 1億5,633万円
補正後の額　	 461億8,356万2,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第17号 平成27年度三条市水道事業特別会
計補正予算

新潟県が行う月岡地内遊水地整備に係る道路改良工事に伴い、配水管の移設を
行う経費の増額
補正額　　　　	 8,300万円
補正後の額　　	 11億749万6,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

専
決
処
分
報第１号

専決処分報告について
（損害賠償の額の決定及び和解につ
いて）

市委託事業者による物的損害に係る損害賠償の額を決定し、和解するもの
損害賠償の額　	 250万9,299円
専決処分した日：平成27年７月21日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

決
　
　
算

認 定
第 １ 号

平成26年度決算の認定について
(三条市一般会計及び各特別会計）

一般会計決算額　支出　		  501億9,691万2,490円
特別会計決算額　支出		  228億478万36円 ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

認 定
第 ２ 号

平成２６年度決算の認定について
(三条市水道事業会計）

収益的収支決算額　支出		  20億4,466万341円
当年度純利益　		  3,945万3,668円
有収率　　　　　　　　　　　		  88.7％

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

〔議員発案〕
議員発案
第 1 号

三条市議会会議規則の一部改正に
ついて

議会および委員会の欠席要件ならびに議事の記録方法の見直しを行うため、必
要な改正を行うもの　施行期日：公布の日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議員発案
第 ２ 号

野嵜久雄議員に対する議員辞職勧
告決議について

宅地建物取引業の免許取り消しに伴い、自らの意思により議員を辞職するよう求
めるもの 投票採決別表のとおり 否決

議員発案
第 ３ 号

学費と教育条件の公私間格差是正
に向け、私立高校への助成の増額・
拡充を求める意見書の提出について

私立高校への就学支援金制度などを拡充するよう要望する意見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議員発案
第 ４ 号

学費と教育条件の公私間格差是正
に向け、私立高校への助成の増額・
拡充を求める意見書の提出について

私立高校への就学支援金制度などを拡充するよう要望する意見書を提出するも
の　提出先：新潟県知事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

〔請　　願〕
請 願
第 1 2 号

私学助成の増額・拡充を求める請願 高校における学費と教育条件の公私間格差を是正するため、私学助成の増額・
拡充を求めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

全
議
案
原
案
の
と
お
り
決
定

● ● ● ● ● ● ● ●   会 派 所 属 議 員   ● ● ● ● ● ● ● ●
自 由 ク ラ ブ ○久住　久俊　　　　佐藤　和雄　　　　下村　喜作　　　　阿部銀次郎　　　　熊倉　　均

　武石　栄二　　　　森山　　昭　　　　野嵜　久雄
新 し い 風 ○名古屋　豊　　　　杉井　　旬　　　　岡田　竜一　　　　酒井　　健　　　　河原井拓也
自 民 ク ラ ブ ○西川　重則　　　　横山　一雄　　　　佐藤　宗司　　　　山田　富義
日 本 共 産 党 議 員 団 ○小林　　誠　　　　武藤　元美　　　　坂井　良永
新 政 ク ラ ブ ○髙坂登志郎　　　　長橋　一弘　　　　伊藤　得三
公 明 党 議 員 団 ○野崎　正志　　　　笹川　信子

※○：会派の代表者

　会派名  自由クラブ 新しい風

　　  氏名

議案  　　

久
住
久
俊

佐
藤
和
雄

下
村
喜
作

阿
部
銀
次
郎

熊
倉
　
均

武
石
栄
二

森
山
　
昭

野
嵜
久
雄

名
古
屋
　
豊

杉
井
　
旬

岡
田
竜
一

酒
井
　
健

河
原
井
拓
也

議員発案
第 ２ 号 × × × × × × ※1 ※2 × × × × ×

投票採決の状況

　会派名  自民クラブ 日本共産党
議員団 新政クラブ 公明党

議員団
　　  氏名

議案  　　

西
川
重
則

横
山
一
雄

佐
藤
宗
司

山
田
富
義

小
林
　
誠

武
藤
元
美

坂
井
良
永

髙
坂
登
志
郎

長
橋
一
弘

伊
藤
得
三

野
崎
正
志

笹
川
信
子

議員発案
第 ２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

※1　議長のため採決に不参加　　※2　除斥
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議
第
１
号

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的
と

市
民
生
活
へ
の
影
響
、
情
報
漏

え
い
に
関
す
る
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

答
公
平
、
公
正
な
社
会
の
実
現
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
お
よ
び

行
政
の
効
率
化
を
目
的
と
し
、
三
条
市

の
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
は
専
用
回
線

で
管
理
さ
れ
、
情
報
が
流
出
す
る
こ
と

は
な
い
。

議
第
11
号

問
設
計
の
段
階
で
地
盤
の
悪
さ
は

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
工

期
に
遅
れ
は
生
じ
な
い
か
。

答
建
物
下
部
の
支
持
層
に
お
い
て

不
規
則
な
起
伏
の
存
在
が
あ
っ

た
。
工
期
に
遅
れ
は
な
い
。

議
第
12
号

問
緑
地
整
備
費
の
増
額
理
由
と
工

期
に
遅
れ
は
な
い
か
。

答
地
盤
が
緩
く
地
下
水
位
も
高
い

こ
と
か
ら
矢
板
を
長
く
す
る
も

の
。
工
期
に
遅
れ
は
な
い
。

問
大
崎
中
学
校
区
小
中
一
体
校
建

設
事
業
に
お
い
て
、
遺
跡
調
査

に
よ
る
供
用
開
始
に
影
響
は
。

答
遺
跡
調
査
終
了
後
、
平
成
30
年

４
月
の
開
校
を
目
指
す
。

問
パ
ル
ム
横
断
歩
道
橋
の
解
体
工

事
で
約
６
０
０
万
円
の
増
額
が

必
要
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
労
務
費
の
上
昇
、
夜
間
作
業

の
工
事
内
容
の
変
更
、
そ
れ

に
伴
う
人
件
費
の
増
、
建
物
と
の
つ

な
ぎ
部
分
の
処
理
の
仕
方
の
変
更
な

ど
が
要
因
。

問
４
款
衛
生
費
に
つ
い
て　

清
掃

セ
ン
タ
ー
火
災
に
よ
る
修
繕
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
火
災
の
原
因

は
何
か
。
ま
た
、
今
後
の
火
災
対
策
を

含
め
た
修
繕
費
か
。

答
穴
開
け
が
さ
れ
て
い
な
い
ス
プ

レ
ー
缶
の
破
裂
に
よ
る
火
災
。

予
算
は
焼
損
し
た
コ
ン
ベ
ア
ー
等
の
復

旧
に
関
す
る
費
用
の
み
。

問
10
款
教
育
費
小
中
一
体
校
施
設

整
備
費
に
つ
い
て　

第
一
中
学

校
・
嵐
南
小
学
校
の
落
雪
対
策
費
用
だ

が
、
安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
。

し
か
し
、
ひ
さ
し
の
設
置
は
過
剰
設
備

で
は
な
い
か
。さ
ら
に
、融
雪
ヒ
ー
タ
ー

は
本
体
の
工
事
請
負
費
の
中
に
含
ま
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

答
融
雪
ヒ
ー
タ
ー
は
、
指
摘
の
通

り
設
計
書
に
記
載
は
あ
る
が
、

図
面
に
は
記
載
が
な
い
。
設
計
者
お
よ

び
監
督
員
が
確
認
の
上
、
こ
こ
に
ヒ
ー

タ
ー
は
設
置
し
な
か
っ
た
。

認
定
第
１
号

問
主
要
財
政
指
標
の
状
況
と
今
後

の
財
政
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
決
算
剰
余
金
な
ど
約
３
億
１
０

０
０
万
円
を
積
み
立
て
、
残
高

の
確
保
が
で
き
た
。
財
政
調
整
基
金
で

賄
う
状
況
が
続
く
も
の
と
思
う
。

問
新
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
比
較

し
た
全
体
感
は
ど
う
か
。

答
主
要
財
政
指
標
は
想
定
よ
り

や
や
良
好
に
推
移
し
て
お
り
、

長
期
的
見
通
し
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

可
能
。

問
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
予

算
執
行
上
の
効
用
は
、
ど
の
程

度
あ
っ
た
の
か
。

答
後
年
度
の
公
債
費
な
ど
約
17
億

円
の
負
担
軽
減
が
で
き
た
。

問
収
納
率
向
上
を
図
る
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

答
玄
米
を
差
し
押
さ
え
て
ネ
ッ
ト

公
売
し
た
実
績
は
あ
る
が
、
国

税
・
県
税
で
の
取
り
組
み
や
先
進
地
の

事
例
を
調
査
、
研
究
し
、
有
効
な
手
法

は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
教
育
費
貸
付
金
元
利
収
入
、
奨

学
金
貸
与
の
状
況
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
度
の
貸
与
者
は
40
人
で
金
額

は
２
１
６
０
万
円
で
あ
る
。
三
条
市
の

奨
学
金
制
度
は
、
利
用
者
が
卒
業
し
て

三
条
市
に
戻
る
な
ど
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
奨
学
金
の
返
還
免
除
と
な

る
。
対
象
者
は
、
１
２
５
人
中
56
人
で

あ
る
。
一
方
、
対
象
外
の
う
ち
返
還
が

滞
っ
て
い
る
人
が
８
人
お
り
、
金
額
は

１
５
５
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
が
延
滞

金
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

奨
学
金
制
度
は
、
公
営
住
宅
の
使
用

料
な
ど
と
同
様
に
延
滞
金
が
生
じ
な
い

よ
う
な
貸
与
金
の
名
称
を
外
す
な
ど
の

工
夫
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
奨
学
金
の
遅
延
利
息
は
、
奨
学

金
貸
与
条
例
施
行
規
則
第
16
条

の
正
当
の
理
由
が
な
く
返
還
を
怠
っ
た

と
き
は
、
遅
延
利
息
を
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
規
定
に
基
づ
き
、
指
摘
の
方

に
つ
い
て
は
奨
学
金
の
返
還
が
で
き
る

状
況
で
は
な
い
と
い
う
正
当
の
理
由
か

ら
遅
延
利
息
は
課
し
て
い
な
い
。

　

今
後
も
奨
学
生
の
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
奨
学
金
貸
与
条
例
と
同
施
行
規
則

に
従
い
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
平
成
26
年
度
決
算
で
時
間
外
勤

務
手
当
の
削
減
目
標
や
前
年
度

の
状
況
と
比
較
し
て
の
結
果
、
ま
た
今

後
の
削
減
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
平
成
26
年
度
の
時
間
外
勤
務
時

間
は
、
全
体
で
６
万
１
９
４
時

間
、
平
成
25
年
度
の
実
績
と
比
較
し
て

時
間
数
で
２
２
７
６
時
間
の
増
加
、
縮

減
率
で
は
20
％
か
ら
16
・
９
％
に
低
下

し
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
特

別
対
策
と
し
て
縮
減
の
取
り
組
み
が
適

切
に
実
施
で
き
て
い
な
い
課
に
対
し
、

縮
減
計
画
を
作
成
さ
せ
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問
一
番
星
育
成
事
業
の
学
び
の
マ

ル
シ
ェ
の
参
加
者
数
、
ま
た
事

業
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

答
学
び
の
マ
ル
シ
ェ
の
参
加
者
数

は
、
小
学
生
１
２
９
人
、
中
学

生
79
人
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
中
学
１
年
生
、

２
年
生
と
も
確
実
に
偏
差
値
が
上
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
勉
強
の
や
り
方
が
分

か
っ
て
き
た
、
家
で
も
勉
強
す
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ど
学
習
へ
の
意
欲
が
高

ま
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

問
10
款
教
育
費
に
つ
い
て　

さ
ん

じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
の
学

び
の
マ
ル
シ
ェ
参
加
者
数

は
、
当
初
予
定
に
対
し
て

ど
う
か
。
講
師
の
派
遣
は

ど
こ
に
依
頼
し
た
の
か
。

答
各
教
室
30
人
を
目

標
と
し
た
が
約
半

分
の
参
加
だ
っ
た
。
講
師

は
一
般
公
募
に
よ
る
教
員

Ｏ
Ｂ
や
大
学
生
、
お
よ
び

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
た
。

問
若
年
者
雇
用
拡
大

奨
励
金
に
つ
い

て
は
２
年
目
の
事
業
で
あ

る
。
市
内
に
お
け
る
若
年

層
の
非
正
規
雇
用
を
減
ら

し
、
正
規
雇
用
者
の
増
加

お
よ
び
定
着
を
図
る
た
め

正
規
雇
用
、
常
用
雇
用
等

を
増
加
さ
せ
た
事
業
所
に

対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し

た
。
企
業
の
反
応
や
反
響

は
ど
う
か
。

答
交
付
実
績
に
つ
い
て
は
、
前
年

48
人
に
対
し
て
、
お
よ
そ
倍
の

97
人
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
制
度
の
周

知
が
進
ん
で
い
る
。
積
極
的
に
市
内
の

若
者
を
採
用
、
雇
用
す
る
傾
向
に
あ

る
。
事
業
目
的
に
対
す
る
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

9
月
定
例
会
で
は
、全
6

会
派
が
大
綱
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

大
綱
質
疑

市
政
の？を

問
い
ま
し
た
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保
内
工
業
団
地
に
建
設
予
定
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
つ
い
て

問
発
電
所
建
設
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

答
メ
リ
ッ
ト
は
、
里
山
環
境
の
保
全
、
地

球
温
暖
化
防
止
、
林
業
の
活
性
化
、
雇

用
の
創
出
が
図
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
特
に
想
定
し
て
い
な
い
が
年
間

６
万
ト
ン
の
未
利
用
材
等
の
安
定
的
供

給
が
必
要
で
、
そ
の
確
保
が
で
き
る
か

ど
う
か
が
課
題
で
あ
る
。

東
三
条
駅
改
修
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問
東
三
条
駅
駐
車
場
、
駐
輪
場
の
確
保
、

自
由
通
路
、
周
辺
道
路
の
拡
幅
な
ど
の

周
辺
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答
東
三
条
駅
周
辺
整
備
に
は
多
額
な
経
費

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
や
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
の
関
係
も
考
慮
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
年
度
駅
周
辺
の
交
通

量
あ
る
い
は
利
用
状
況
な
ど
の
基
礎
調

査
の
結
果
を
見
極
め
、
今
後
の
方
向
性

を
検
討
し
た
い
。

第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校

改
修
等
に
つ
い
て

問
プ
ー
ル
の
不
具
合
が
見
つ
か
っ
て
か
ら

３
カ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
原
因
の
調
査
や
プ
ー
ル
授
業
の
再

開
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
在
建
設
業
者
と
協
議
中
で
、
教
育

委
員
会
や
建
築
課
と
も
協
議
を
し
て

い
る
段
階
で
、
今
現
在
再
開
は
考
え

て
い
な
い
。

八
十
里
越
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て

問
八
十
里
越
に
は
小
説
家
、
司
馬
遼
太
郎
の

「
峠
」
で
河
井
継
之
助
の
英
雄
ぶ
り
が
紹

介
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
ロ
マ
ン
が
あ
り

ま
す
。
私
は
平
成
11
年
度
か
ら
八
十
里
越

に
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
開
通
ま

で
あ
と
10
年
、
あ
と
10
年
と
言
わ
れ
よ
う

や
く
５
号
橋
梁
の
完
成
ま
で
７
年
で
全

面
開
通
の
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
只
見

町
と
県
境
を
越
え
て
、
さ
ら
に
新
潟
市
を

中
心
と
す
る
連
携
中
枢
都
市
圏
が
形
成

さ
れ
れ
ば
、
福
島
県
境
か
ら
日
本
海
の
夕

日
ま
で
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
観
光

ル
ー
ト
と
な
り
、
熾
烈
を
極
め
て
い
る
都

市
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
長
の
ご
見
解
を

承
り
た
い
。

答
魅
力
あ
る
八
十
里
越
が
開
通
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
域
エ
リ
ア
に
波
及
す
る
で

あ
ろ
う
効
果
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、

一
日
も
早
い
開
通
に
汗
を
か
き
協
力
、

支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
お

り
、
現
実
的
に
は
10
年
は
確
実
に
切
る

状
況
の
中
で
具
体
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
て

き
て
い
る
状
況
で
、
引
き
続
き
八
十
里

越
の
開
通
に
向
け
た
盛
り
上
が
り
を
私

ど
も
も
し
っ
か
り
と
貢
献
を
し
、
ご
指

摘
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
。

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
に
つ
い
て

問
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
取
り
組
み
で
現

状
と
課
題
は
ど
う
か
。

答
今
年
３
月
に
計
画
を
策
定
し
公
表
し
て

い
る
。
本
計
画
お
よ
び
事
業
実
施
評
価

は
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
経
年
変
化
、
国

県
、
同
規
模
保
険
者
と
の
比
較
、
評
価

を
行
い
健
康
課
題
を
明
確
に
し
、
次
の

保
険
事
業
に
つ
な
げ
る
。

問
高
血
圧
が
な
ぜ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
疾

病
に
な
っ
た
の
か
。

  

日
本
共
産
党
議
員
団

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
よ
る
条
例
制
定

と
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

年
金
機
構
で
膨
大
な
個
人
情
報
や
民
間
の

顧
客
情
報
流
出
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。市

は
情
報
を
分
散
管
理
し
対
策
を
取
る
と
い
う

が
、情
報
漏
え
い
の
危
険
は
免
れ
な
い
。実
施

し
な
く
て
も
市
民
に
は
不
利
益
は
な
く
施
行

の
延
期
を
求
め
る
べ
き
。

議
第
12
号
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
小
中
一
体
校
落
雪
防
止
策
に
つ
い
て

　

設
計
書
通
り
の
工
事
で
あ
れ
ば
融
雪

ヒ
ー
タ
ー
は
設
置
さ
れ
て
い
た
。落
雪
も
な

か
っ
た
。ま
ず
、設
計
変
更
に
至
る
究
明
を

す
べ
き
だ
。

認
定
第
１
号
平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

期
限
付
任
用
職
員
報
酬
は
、行
政
が
率
先

し
不
安
定
雇
用
を
進
め
る
も
の
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
機
器
は
、安
全
対
策
に

有
効
と
は
考
え
に
く
い
。

　

商
工
会
議
所
振
興
事
業
補
助
金
は
、商
工

会
議
所
に
丸
投
げ
す
る
も
の
だ
。

　

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
は
エ
リ
ー

ト
養
成
で
、自
治
体
の
仕
事
で
は
な
い
。

　

第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
建
設
事
業
費

は
、数
々
の
問
題
が
噴
出
。無
理
な
校
舎
建
設

で
あ
っ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、保
険

税
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
特
別
会
計
は
、年

齢
で
差
別
し
負
担
を
強
い
る
制
度
。廃
止
す

べ
き
と
考
え
る
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

議
第
12
号
平
成
27
年
度
三
条
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
対
す
る
修
正
案
に
反
対

　

第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
の
落
雪
防
止

工
事
は
、こ
の
定
例
会
で
予
算
を
可
決
し
な
け

れ
ば
降
雪
前
ま
で
に
施
工
が
で
き
な
い
。子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
す
べ
き
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
よ
る
条
例
制

定
と
一
部
改
正
に
賛
成

　

国
は
、情
報
を
一
元
管
理
す
る
の
で
は
な

く
情
報
ご
と
に
分
散
管
理
し
、行
政
間
の
情

報
の
や
り
と
り
は
個
人
番
号
を
使
わ
な
い
、

暗
号
化
し
て
通
信
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

措
置
を
講
じ
て
い
る
。三
条
市
は
、個
人
情

報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
な
い
運
用

管
理
を
行
っ
て
お
り
外
部
か
ら
ア
ク
セ
ス
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

認
定
第
１
号
平
成
26
年
度
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

平
成
26
年
度
は
、経
済
の
回
復
基
調
が
市

税
に
反
映
さ
れ
な
い
中
、収
納
率
の
向
上
や

国
の
経
済
対
策
に
よ
る
交
付
金
の
活
用
、ふ

る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
の
見
直
し
な
ど

歳
入
確
保
に
取
り
組
み
、事
業
執
行
で
は
後

年
度
負
担
に
配
慮
し
つ
つ
、浸
水
対
策
な
ど

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
、地
域
経
済
の
再
活

性
化
に
取
り
組
み
将
来
に
わ
た
っ
て
あ
り
続

け
ら
れ
る
よ
う
成
果
を
上
げ
た
も
の
と
認

識
す
る
。適
正
に
執
行
さ
れ
、瑕
疵
は
な
く

認
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

議
第
12
号「
平
成
27
年
度
三
条
市
一
般
会
計

補
正
予
算
」に
対
す
る「
修
正
案
」に
賛
成

　

私
は「
安
易
に
市
民
の
血
税
を
使
う
」こ
と

に
警
鐘
を
鳴
ら
す
者
で
す
。

　
「
第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
落
雪
対
策
工

事
」１
４
９
０
万
円
の
補
正
予
算
に
対
し
て

の
反
対
意
見
で
す
。

　

問
題
点
は
大
き
く
３
点

①　

最
大
の
落
ち
度
は「
責
任
の
所
在
」を

は
っ
き
り
さ
せ
ぬ
ま
ま
補
正
を
通
そ
う
と

す
る
こ
と
。

②　

事
の
本
質
を
見
極
め
ぬ
ま
ま
安
易
に
対

策
を
講
じ
た
こ
と
。設
計
、施
工
、発
注
側

ど
こ
の
ミ
ス
な
の
か
。児
童
、生
徒
の「
安

心
・
安
全
」を
隠
れ
み
の
に
工
事
を
強
行
す

る
や
り
方
。

③　

同
じ
よ
う
な
ミ
ス
を
繰
り
返
す
愚
。仕

事
に
身
が
入
っ
て
い
な
い「
魂
の
こ
も
っ
て

い
な
い
上
っ
面
の
仕
事
振
り
」だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

現
在
の
教
育
委
員
会
の「
教
育
行
政
」は
、

首
を
傾
げ
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
ま

す
。三
条
の「
教
育
行
政
」を
今
の
為
政
者
に

任
せ
て
お
く
こ
と
は
甚
だ
危
険
で
す
。

　

誤
解
さ
れ
て
は
困
り
ま
す
が
児
童
、生
徒

の
安
心
・
安
全
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、

私
は
工
事
そ
の
も
の
に
異
を
唱
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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一
般
質
問

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

＆ＱＡ
議員と行政の

市
政
の？を

問
い
ま
し
た



答
二
元
代
表
制
と
い
う
地
方
自
治
の
本
旨

の
一
つ
に
つ
い
て
謙
虚
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
た
行
政
展

開
が
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
誰
か
が
ど
こ
か
で
決
断
を
し
、
果
断

に
政
策
を
提
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
民
意
の
総
意
が
総
体
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
議
会
で
あ
る
。

一
つ
の
事
業
を
決
着
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
き
は
、
賛
否
が
あ
る
中
、

自
問
自
答
し
な
が
ら
適
宜
適
切
に
取
り

組
み
、
決
断
し
て
い
く
。

看
護
系
高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て

問
市
は
准
看
護
師
・
2
年
看
護
師
・
3
年

看
護
師
の
教
育
を
進
め
る
と
発
表
し
て

い
る
。
現
状
と
今
後
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

答
看
護
系
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
ま
た
は

設
置
で
い
く
の
か
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
運
営
を
委
ね
る
こ
と
が
可
能
な
事

業
者
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
協
議
を

し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
公
設
民
営
の

形
が
適
当
と
考
え
る
。

跡
地
で
開
校
を
目
指
す
学
校
で
は
正
看

護
師
の
育
成
、
歯
科
衛
生
士
や
医
療
事

務
の
コ
ー
ス
の
設
置
も
考
え
て
い
る
。

准
看
護
師
や
准
看
護
師
か
ら
正
看
護
師

へ
の
教
育
に
つ
い
て
は
既
存
の
学
校
に

そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
す
べ
き
と
考
え
る
。

問
大
崎
中
学
校
の
建
設
予
定
地
か
ら
遺
跡

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
調
査
の
た
め
中
学

校
の
開
校
が
遅
れ
る
と
し
た
。
看
護
系

学
校
の
開
校
予
定
は
い
つ
か
。

答
遺
跡
発
掘
調
査
の
た
め
大
崎
中
学
校
区

小
中
一
体
校
の
開
校
が
１
年
遅
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
早
け
れ
ば
平
成
31
年
４
月

の
開
校
と
考
え
て
い
る
。

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
に

つ
い
て

問
人
生
90
年
時
代
と
な
り
、
視
覚
障
が
い

が
あ
っ
て
も
新
し
い
情
報
を
得
る
こ
と

は
大
切
。
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
文
字
の
大
き
さ
や
色
な
ど
に
配
慮
し
な

が
ら
文
書
等
を
作
成
し
て
い
る
。

女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ
る

が
、市
の
行
動
計
画
は
？

問
職
員
の
昇
任
試
験
の
実
態
は
ど
う
か
。

答
過
去
５
年
間
の
男
女
比
は
、
課
長
補

佐
級
昇
任
試
験
受
験
者
の
う
ち
女
性

は
８
％
、
合
格
者
10
％
。
保
育
士
以

外
の
係
長
級
昇
任
試
験
受
験
者
の
う

ち
女
性
は
４
％
、
合
格
者
６
％
と
い

う
状
況
だ
。

問
採
用
は
女
性
が
半
数
以
上
占
め
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昇
任
試
験
の
低
受

験
率
に
つ
い
て
の
対
策
は
ど
う
か
。

答
多
く
の
女
性
職
員
が
責
任
あ
る
立
場
に

就
く
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
。
仕
組
み

と
し
て
は
整
備
し
て
あ
る
。
登
用
は
男

女
の
性
別
が
問
わ
れ
る
必
要
は
な
い
。

職
員
の
自
衛
隊
研
修
は
や
め
る
べ

き
で
は
な
い
か

問
安
保
法
制
の
審
議
中
で
あ
る
が
、
自
衛

隊
の
方
向
が
百
八
十
度
変
わ
る
恐
れ
が

あ
る
。
研
修
さ
せ
る
意
味
は
何
か
。

答
指
揮
命
令
系
統
の
下
、
立
場
と
責
任
を

わ
き
ま
え
役
割
を
果
た
す
必
要
性
を
意

識
付
け
る
た
め
実
施
し
て
い
る
。

問
職
員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
自
分
の
頭
で

考
え
る
力
で
は
な
い
か
。

答
上
司
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
こ
と
は
当

然
大
事
な
こ
と
だ
。

問
憲
法
違
反
と
い
わ
れ
る
安
保
法
案
に
対

す
る
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
国
の
専
権
事
項
で
あ
る
国
防
に
関
す
る

こ
と
で
、
市
長
の
立
場
で
表
明
す
る
こ

と
は
差
し
控
え
た
い
。

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

問
障
が
い
者
雇
用
の
具
体
的
な
誘
致
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
当
市
の
脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率
は
国
県

よ
り
高
い
。
医
療
費
に
お
い
て
高
血
圧

性
疾
患
の
医
療
費
は
、
上
昇
し
て
い
る
。

が
ん
患
者
へ
の
支
援
充
実
に
つ
い
て

問
就
労
支
援
と
社
会
参
加
の
観
点
か
ら
、

抗
が
ん
剤
な
ど
で
脱
毛
し
た
患
者
に
対

し
て
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
購
入
助
成
を

し
て
は
ど
う
か
。

答
検
診
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ

な
げ
た
い
。
国
の
動
向
に
注
視
し
て

い
る
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
備
え
強
化
に
つ
い
て

問
道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
冠
水
対
策
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答
対
策
と
し
て
降
雨
量
が
１
時
間
に
10
ミ

リ
以
上
、
ま
た
は
３
時
間
で
40
ミ
リ
以

上
の
場
合
、
職
員
を
招
集
し
て
現
地
を

確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
バ
リ
ケ
ー
ド

に
よ
り
通
行
止
め
を
実
施
す
る
。

問
エ
ア
ー
遮
断
機
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
他
市
の
試
験
運
用
の
状
況
等
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

農
産
物
加
工
施
設
に
つ
い
て

問
施
設
の
管
理
・
利
用
・
更
新
に
つ
い
て
。

答
維
持
管
理
費
は
市
が
負
担
す
る
。
市
と

し
て
営
業
用
で
は
な
い
の
で
、
販
売
目

的
の
利
用
は
で
き
な
い
。
更
新
は
古
民

家
の
活
用
を
含
め
多
様
な
検
討
を
し
て

い
る
。

市
民
へ
の
周
知・コ
ン
セ
ン
サ
ス

問
市
の
事
業
実
施
に
伴
う
市
民
へ
の
周

知
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
十
分
な
さ
れ
て

い
る
か
。

答
全
て
の
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

の
が
理
想
だ
が
非
現
実
的
で
あ
る
。
総

体
と
し
て
の
民
意
を
見
極
め
、
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
貫
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

市
の
入
札
制
度
に
つ
い
て

問
最
低
制
限
価
格
・
予
定
価
格
・
低
入
札

に
つ
い
て
。

答
適
切
な
最
低
制
限
価
格
と
な
っ
て
い

る
。
予
定
価
格
は
、
三
条
市
の
実
態

を
勘
案
し
設
定
し
て
い
る
。
低
入
札

は
な
い
。

次
期
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
あ
る
べ
き
正
職
員
数
・
人
事
考
課
の
見

直
し
、
包
括
的
民
間
委
託
の
費
用
対
効

果
は
。

答
職
員
数
は
仕
事
に
よ
り
変
化
す
る
。
人

事
考
課
は
職
員
に
対
し
十
分
説
明
し
、

理
解
を
得
て
見
直
す
。費
用
対
効
果
は
、

人
口
の
少
な
い
地
域
の
切
り
捨
て
で
は

な
い
。

若
年
層
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

問
原
因
と
研
修
等
の
業
務
へ
の
影
響
は
。

答
個
人
的
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
研

修
等
に
よ
る
業
務
へ
の
影
響
は
な
い
。

三
条
市
の
政
策
、施
策
を
ど
の
よ
う

に
市
民
に
理
解
を
求
め
て
い
く
か

問
政
策
、施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て「
行

政
」と「
市
民
」、「
公
」と「
私
」の
対
立
関

係
で
は
な
く
、協
働
も
含
め
て
ど
の
よ

う
に
説
明
、広
報
広
聴
し
て
い
く
の
か
？

議
会
の
権
力
は
あ
る
こ
と
に
は
あ
る
が

結
果
と
し
て
執
行
権
は
絶
大
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
執
行
側
に
は
あ
る
種
の

謙
虚
さ
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
へ
の
周

知
、
理
解
促
進
、
啓
発
は
丁
寧
な
態
度

が
求
め
ら
れ
る
。

三条市農産物加工施設

行進距離は告げられず黙 と々：自衛隊ＨＰより

現在の大崎中学校の校門と校舎

バイオマス発電所予定地

建設中の新保裏館線・信越本線アンダー工区
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担
い
手
農
家
へ
の
支
援
を

問
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
ま
と
ま
っ
た
農

地
を
委
託
す
る
と
地
域
集
積
協
力
金
が

交
付
さ
れ
る
。
担
い
手
農
家
支
援
に
使

う
べ
き
だ
。

答
昨
年
、
三
条
市
は
交
付
が
な
か
っ

た
。
交
付
対
象
地
域
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

介
護
保
険
は
来
年
度
か
ら
ど
う
な
る

問
来
年
度
か
ら
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が

三
条
市
の
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す

る
。
安
上
が
り
に
な
る
が
介
護
事
業
所

は
事
業
を
継
続
で
き
る
の
か
。
利
用
者

は
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き

る
の
か
。

答
介
護
報
酬
単
価
は
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス

の
８
割
に
設
定
し
た
い
。
介
護
事
業
所

は
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

専
門
職
以
外
に
し
て
人
件
費
を
削
減
で

き
る
。
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
で

き
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
３
割
負
担

問
３
割
負
担
は
収
入
金
額
で
判
断
す
る
。

営
業
所
得
と
農
業
所
得
の
収
入
金
額
は

売
上
で
あ
る
。
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
所
得
金
額
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
伝
え

た
い
。

市
展
に
つ
い
て

問
運
営
委
員
会
の
層
の
拡
大
や
特
別
出
品

に
県
展
入
賞
、
入
選
作
品
の
展
示
を
し

た
ら
ど
う
か
。

答
現
状
の
ま
ま
で
い
き
た
い
。県
展
入
選
作

品
に
つ
い
て
は
、会
場
が
狭
い
の
で
難
し

い
が
今
後
運
営
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

平
成
27
年「
三
条
市
子
ど
も
議
会
」

の
答
弁
に
関
し
て

問
「
子
ど
も
議
会
」答
弁
漏
れ
に
つ
い
て
。

答
そ
の
質
問
は
、
し
っ
か
り
と
真
摯
に
答

え
た
つ
も
り
で
す
。

「
嵐
南・一
中
」小
中
施
設
一
体
型
校

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

問
「
嵐
南
・
一
中
」
校
を
全
国
的
な
視
点
か

ら
捉
え
る
と
。

答
45
ク
ラ
ス
で
１
４
１
８
名
。

問
平
成
22
年
度
「
市
民
満
足
度
調
査
」
記

述
部
分「
一
体
校
に
関
わ
る
記
述
意
見
」

に
つ
い
て
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

し
た
。

問
問
題
点
と
対
策
に
つ
い
て
。

答
幾
つ
か
問
題
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
「
義
務
教
育
学
校
」へ
の
移
行
に
つ
い
て
。

答
見
極
め
て
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
条
市
立
小・中
学
校
の「
適
正
規

模・適
正
配
置
」に
つ
い
て

問
三
条
市
の
「
教
育
行
政
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
。

答
三
条
市
教
育
基
本
方
針
が
あ
り
ま
す
。

問
「
適
正
規
模
」「
適
正
配
置
」
と
は
。

答
検
討
委
員
会
で
検
討
し
ま
し
た
。

問
「
学
校
適
正
規
模
検
討
委
員
会
」に
つ

い
て
。

答
検
討
委
員
会
は
、
と
り
あ
え
ず
終
了
し

ま
し
た
。

問
「
総
合
教
育
会
議
」
の
位
置
付
け
。

答
最
終
的
に
教
育
委
員
会
が
決
め
ま
す
。

一
中
嵐
南
小
一
体
校
に
つ
い
て

問
発
足
後
１
年
半
、
雪
落
下
な
ど
63
項
目

の
不
具
合
、
プ
ー
ル
故
障
な
ど
の
施
設

不
適
正
判
明
、
運
動
会
行
事
等
が
楽
し

く
な
い
教
育
上
の
支
障
、
大
規
模
原
因

の
児
童
数
を
減
ら
す
学
区
再
編
成
、
不

正
基
礎
工
事
調
査
、
プ
ー
ル
復
旧
早
急

処
理
な
ど
大
至
急
の
対
処
は
ど
う
か
。

答
三
条
市
教
育
制
度
等
検
討
委
員
会
報
告

を
受
け
て
の
誕
生
、適
正
規
模
で
あ
る
。

当
分
の
間
、学
区
編
成
は
行
わ
ず
、プ
ー

ル
の
不
具
合
は
業
者
と
協
議
中
、
早
く

結
論
を
出
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
つ
い
て

問
工
業
団
地
誘
致
は
不
適
当
で
な
い
か
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
て
も
大
型
の

火
力
発
電
、
危
険
施
設
、
地
盤
沈
下
、

騒
音
公
害
、
健
康
被
害
、
環
境
汚
染
、

植
木
が
売
れ
な
い
、
農
作
物
風
評
被
害

等
々
問
題
多
数
続
出
、
市
民
の
未
来
全

額
弁
償
す
る
の
か
。

答
市
の
総
合
計
画
に
合
致
。
業
者
を
支
援

し
て
ま
い
り
た
い
。

市
税
滞
納
問
題
に
つ
い
て

問
責
任
の
所
在
、
再
度
説
明
を
聞
き

た
い
。

答
東
京
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
ア
イ
エ
ス
エ

フ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
市
内
４
つ
の
社

会
福
祉
法
人
と
三
条
市
と
で
、
平
成
28

年
度
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
三
条
も

の
づ
く
り
学
校
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス

を
活
用
し
、
事
業
展
開
。
具
体
的
に
は

就
労
移
行
支
援
、
そ
し
て
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
予
定

し
、
話
を
進
め
て
い
る
。

ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー
型
観
光
地
と
し
て

の
考
え
方
に
つ
い
て

問
地
域
外
か
ら
活
力
を
呼
ぶ
ゲ
ー
ト
ウ

エ
ー
型
観
光
地
を
新
幹
線
、
高
速
道
路

の
ア
ク
セ
ス
も
最
良
の
三
条
市
を
中
心

と
す
る
県
央
地
区
に
設
置
し
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
体
験
、
交
流
機
会
の
提

供
等
に
つ
な
げ
た
ら
ど
う
か
。

答
燕
三
条
駅
に
あ
る
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

燕
三
条
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
は
情
報
発
信
エ
リ
ア

と
販
売
エ
リ
ア
が
あ
り
、
燕
三
条
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
も
免
税
店
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
展
示
、
販
売
、
情
報

の
発
信
施
設
と
な
っ
て
い
る
。今
後
は
、

近
隣
の
市
町
村
と
も
連
携
を
密
に
し
、

広
域
的
な
産
業
観
光
の
推
進
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及・啓
発

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
施
設
に
お
い

て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
案
内
表
記
を
統
一
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
所
管
課
に
表
示
す
る
よ
う
周
知
す
る
。

問
24
時
間
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
協
力
を
依
頼

し
、
試
験
的
な
設
置
導
入
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答
市
民
に
と
っ
て
目
印
と
な
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
理
解
推
進

問
教
育
現
場
に
お
い
て
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
へ
の
理
解
に
つ
い
て
生
徒
に

お
け
る
性
の
多
様
化
に
対
し
、
授
業

に
取
り
入
れ
た
り
学
校
職
員
の
理
解

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
必
要
で

は
な
い
か
。

答
教
職
員
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
対

し
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
理
解
を
進
め
る
よ
う
周

知
に
努
め
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
対
し
、
地
域

住
民
と
の
関
係
性
を
深
め
て
い
き
な

が
ら
活
動
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
行

政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
の
か
。

答
地
域
住
民
と
協
力
隊
お
よ
び
行
政
で
話

し
合
い
の
場
を
今
後
も
設
け
て
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て

問
こ
れ
ま
で
幾
度
か
制
度
創
設
を
提
案
し

て
き
た
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
一
部
耐
震

を
行
っ
て
被
害
軽
減
が
可
能
だ
と
い
う

観
点
か
ら
。
あ
る
い
は
、
助
成
金
額
の

約
８
倍
の
経
済
波
及
効
果
が
発
生
す
る

こ
と
を
県
の
指
標
か
ら
明
ら
か
に
し

て
、
地
域
経
済
の
面
か
ら
。
今
回
は
、

山
形
県
な
ど
の
例
か
ら
三
条
市
で
も
人

口
減
少
対
策
と
し
て
活
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
提
案
す
る
。
市
内
の
業
者

か
ら
も
「
な
ぜ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
を
作
ら
な
い
の
か
」
と
疑
問
の
声

も
出
て
い
る
。

答
三
条
市
は
、
人
口
減
少
対
策
に
対
応
す

る
た
め
三
世
代
同
居
推
進
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
利
子
補
給
金
交
付
事
業
を
創
設
し

た
。
直
接
的
な
行
政
施
策
の
目
的
と
し

て
個
人
の
資
産
増
に
補
助
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

問
制
度
の
個
人
番
号
を
拒
否
す
る
こ
と
は

既
に
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
、
制
度
に

つ
い
て
周
知
が
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
国
に
対
し
延
期
を
申
し
入
れ

る
考
え
は
な
い
か
。

答
国
や
自
治
体
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
制

度
の
構
築
と
運
用
開
始
に
向
け
全
力
を

尽
く
し
て
い
る
。
延
期
を
申
し
入
れ
る

考
え
は
な
い
。

燕三条食の陣にて来年度からどうなる介護保険

協力隊の活動拠点である旧荒沢小学校
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総務文教
常任委員会
笹川信子 委員長

市民福祉
常任委員会
岡田竜一 委員長

経済建設
常任委員会
山田富義 委員長

保内小学校35台分の駐車スペースを確保

マイナンバー制度がいよいよスタート

旧第一中学校跡地の緑地
液状化などに対し安定性を確保

　議第12号平成27年度三条市一般会計補正予
算では、小学校施設整備費について、保内小学
校では土地を取得することにより35台分の駐車

スペースを確保でき、現在より改善
されるものと考えているとのことで
した。
　また、小中一体校施設整備費の
第一中学校区小中一体校の落雪対
策について、融雪ヒーターにより雪
を溶かしていきたいが、気象状況に
よっては落雪の恐れがあるため、万
が一落ちたときにはひさしで受ける

ものである。また、ひさしは同空間への降雪等の
対策も考慮して整備するものであり、より安全に
子どもたちが過ごせるスペースを目指すのであ
れば、両方を設置しなければかなわないものと
考える。費用については、設計に瑕疵がないので
全額市で負担することとなるとのことでした。
　なお、議第12号に対して、第一中学校区小中一
体校の落雪対策はいったん白紙とし、再検討した
上で再度補正予算を提出すべきであるという修
正案が提出されましたが、採決の結果否決されま
した。

　議第１号三条市個人番号の利用に関する条
例の制定についてでは、個人情報の漏えい等に
対する懸念について、インターネットには接続せ
ず、必要な情報だけをしかるべき手続きを経て
利用するシステムであることから、心配はないと

考えているとのことでした。
　議第２号三条市個人番号
カードの利用に関する条例
の制定についてでは、通知
カードについて、施設入所
や入院等のやむを得ない理
由で住所地を不在にしてい
る方は、住民票のある市区

町村に居所情報を登録することにより、居所で
受け取ることができるとのことでした。
　議第12号平成27年度三条市一般会計補正
予算の４款衛生費では、清掃センターの修繕料
について、今回の火災の原因は、スプレー缶と思
われるものの破裂による引火とみられるが、運
営事業者には、事故の原因となる処理不適物の
混入確認作業を強化するよう要請したとのこと
でした。
　なお、スプレー缶の分別追加については、収集
コストの増となることから、市民の皆様に適切
な処理および搬出の徹底をお願いした上で、現
行どおりとしたいとのことでした。

　議第11号保内地区交流拠点施設庭園生活館
建設建築本体工事請負契約の一部変更について
では、日本建築学会の指針に基づいてボーリング

調査をしており、指針に定められ
る以上の調査は費用もかかるこ
とから実施しなかったとのことで
した。
　議第12号平成27年度三条市
一般会計補正予算では、昭栄地
区公共施設費について、商工費を
はじめ工事等の費用の変動が多

くなっているが、予算編成の段階から現状に即し
た設計や見積もりができるようにしていきたいと
のことでした。
　また、旧第一中学校跡地を利用した緑地整備
については、実施設計において液状化に関する検
討も行った上で補正をお願いするものであり、安
定性が確保されている。矢板を存置するが、現場
は地下水位が高いため、矢板の腐食はそれほど
進行しないと考えているとのことでした。

答
滞
納
処
理
は
早
期
解
消
に
努
め
決
裁
権

者
は
課
長
。
差
し
押
さ
え
執
行
も
法
の

定
め
に
従
い
行
っ
て
い
る
。

パ
ル
ム
の
連
絡
通
路
に
つ
い
て

問
当
初
か
ら
三
条
市
の
も
の
か
。
登
記
は

な
い
が
。

答
市
街
地
再
開
発
事
業
で
造
っ
た
三
条
市

の
財
産
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
再
配
置
議
論
ま
っ
た
な
し

問
国
の
時
限
的
財
政
措
置
で
あ
る
有
利
債

を
活
用
す
る
た
め
に
も
、
耐
震
診
断
中

の
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
基
軸
と
し
た

公
共
施
設
の
複
合
化
等
の
議
論
を
早
期

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
耐
震
診
断
の
結
果
は
11
月
中
旬
の
判

定
会
後
に
出
る
が
、
ま
ず
は
そ
こ
を

注
視
す
る
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
な
ど
を
策
定
す
る
中
で
、
最
終

的
に
は
抱
き
合
わ
せ
（
複
合
化
等
）
の

検
討
作
業
に
移
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
複
合
化
等
の
検
討
は
診
断
の
結

果
が
出
る
、
出
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

他
の
ハ
コ
モ
ノ
同
様
に
検
討
は
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
内
部
で
は

検
討
に
着
手
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
と
は
日
常
的
な
連
携
を

問
丸
井
今
井
邸
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
に

よ
る
指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
、
更
新

が
近
づ
い
て
き
て
か
ら
慌
て
て
支
援
策

を
協
議
す
る
の
で
は
な
く
、
所
管
課
が

日
常
的
な
連
携
を
心
掛
け
る
こ
と
で
継

続
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
「
地
域
の
方
々
が
今
後
ど
う
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
か
」
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
行
政
が
ど
う
寄
り

添
っ
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が
管

理
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に

対
す
る
恩
返
し
。
各
部
署
に
対
し
て
日

常
的
な
意
見
交
換
を
指
示
し
た
い
。

指定管理から市直営となる国の登録有形文化財「丸井今井邸」

個人番号カード

新しくなった須頃保育所

建設中の保内地区交流拠点施設

インターネットで市議会の模様を
配信しています

　定例会や臨時会の本会議の模様は、録画中継でご覧
いただけます。
　なお、録画中継は正式な会議録の公開前に、本会議
での議員や市長等の発言を動画で配信するものです。

　三条市ホームページの　市議会のページへ　をクリック
　（三条市ホームページのアドレスは http://www.city.sanjo.niigata.jp/ です。）

　さらに
　インターネット議会中継　  三条市議会インターネット議会中継トップページへ　を
　クリック

視聴したい会議を選択してご覧ください。
（検索は会議名、議員名、会派名、質問項
目を対象としています。）

視聴
方法
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一 般 質 問常 任 委 員 会 審 査 報 告 		

【常任委員会　　  レポート】
各委員会に付託された議案等について、
議会最終日に委員長が審査経過と結果を報告しました。

審 査



総務文教
分  科  会
笹川信子 主査

市民福祉
分  科  会
岡田竜一 主査

経済建設
分  科  会
山田富義 主査

取り組みの地道な積み重ねが収納率の向上に

公共・福祉サービスの在り方について
今後も引き続き検討

新たな付加価値のある商品開発が実現

　歳入では、収納率向上のための取り組みについ
て、税、料の一括収納体制、滞納事案によるグルー
プ制での対応、滞納整理室を併設し差し押さえ後
のインターネット公売、新潟県地方税徴収機構へ

の参加、納税相談員の配置、夜間納
税相談の実施など、地道な積み重
ねが向上に結び付いているものと
捉えているとのことでした。
　歳出では、平成26年度の国県要
望の採択状況と決定額について、
国に対しては41件中27件が採択さ
れ、約57億８千万円。県に対しては

109件中14件が採択され、約４億５千万円となっ
たとのことでした。
　また、ハイパーＱＵ心理検査の成果について、
児童生徒の個々の状況が把握できたことから、
ちょっと心配な場合はすぐに教育相談ができ、い
じめや不登校の未然防止に役立っている。また、
学級づくりの課題を改善していくための指針と
なっているとのことでした。
　また、救急車の台数について、現在の６台は消
防力の整備指針通りであり、十分と考えており、全
てが出払い、７台目が必要となった事例はないと
のことでした。

　一般会計、総務費では、公共交通のサービス
拡大について、行政のサービス提供には一定の
限度が必要であり、広域的な整備は県の役割で
あると認識しているが、今後も公共交通の在り

方を検討していくとのことでした。
　民生費では、生活保護につい
て、国の基準により適正に実施し
ているが、今後も生活保護費の約
半分を占める医療扶助費の抑制と
支援の在り方の精査を行っていく
とのことでした。
　衛生費では、かんきょう庵の利
用状況について、リニューアル後、

幅広い年代が利用しており、来館者が昨年度同
期より1000人程度増えたとのことでした。
　土木費では、市営住宅について、新規建設や
エレベーター設置の予定はないが、高層階での
生活が困難な入居者から相談があれば、低層階
への転居等を促しているとのことでした。
　教育費では、東京オリンピック・パラリンピッ
クの聖火台について、火焔型土器の採用を目指
して今後も活動していくとのことでした。
　国民健康保険事業特別会計では、国保税の滞
納者について、他の税等も滞納しているケース
が多いことから、収納課と連携して納税相談お
よび滞納処分を行っていきたいとのことでした。

　一般会計、総務費では、捜索活動支援施設クラ
フトメンズ・イン・カジについて、宿泊滞在型の施
設であり、日常的に開放はしていないが、地元に
開かれた施設とするためイベント等の機会に地
元の方と交流していきたいとのことでした。

　農林水産業費では、６次産業化
取組支援事業補助金について、
ハードウエア、ソフトウエアの購入
やデザインなどが新たな付加価値
を生み出すステップとなり、具体的
にはル レクチェのコンポートが商
品化されたとのことでした。
　商工費では、次世代産業創造プ
ロジェクト事業委託料について、小

型風力発電装置は燕三条地場産業振興センター
に１基設置している。今はメンテナンス中である
が、商品化に向けて引き続き取り組んでいきたい
とのことでした。
　土木費では、木造住宅耐震化事業費について、
耐震診断後、実際に工事したか追跡はしていな
いが、診断された数値によっては改修費を補助し
ている。また、耐震性のない部屋で災害に遭う可
能性があるため、建物全体の耐震を推奨している
とのことでした。
　水道事業会計では、定員適正化や漏水対策に
よる有収率向上などについて、今年度策定する５
カ年程度の新たな経営計画の中で検討していき
たいとのことでした。

住
民
悲
願
の
バ
イ
パ
ス
整
備

国
道
１
５
３
号
足
助
バ
イ
パ
ス
整
備

事
業
に
つ
い
て（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

　

愛
知
県
豊
田
市
足
助
地
内
を
走
る
国
道

１
５
３
号
は
、
生
活
道
路
、
産
業
道
路
、
観

光
道
路
な
ど
地
区
の
主
要
道
路
と
し
て
の
機

能
を
一
手
に
担
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

急
勾
配
や
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
な
ど
の
危
険
箇

所
が
あ
る
他
、
中
心
市
街
地
で
は
車
道
や
歩

道
の
幅
員
が
極
め
て
狭
く
危
険
な
上
、
紅
葉

の
名
所
と
し
て
名
高
い
香
嵐
渓
を
擁
す
る
た

め
、
特
に
秋
季
は
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
国
土
交
通
省

名
四
国
道
事
務
所
で
は
バ
イ
パ
ス
を
整
備

し
、
平
成
22
年
の
全
線
開
通
後
は
、
生
活
交

通
と
通
過
交
通
の
分
離
に
よ
り
救
急
搬
送
な

ど
に
か
か
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
ま
た
、

観
光
利
用
に
よ
る
一
定
時
期
の
交
通
量

増
大
が
緩
和
で
き
る
と
い
っ
た
成
果
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

住
民
の
検
討
に
基
づ
き
、

行
政
が
修
景
を
実
施

足あ

助す
け

香こ
う

嵐ら
ん

渓け
い

地
区
に
お
け
る
歴

史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
（
愛
知
県
豊
田
市
）

　

豊
田
市
足
助
香
嵐
渓
地
区
は
、
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
町
並
み
と
全
国
有
数
の
紅
葉

の
名
所
で
あ
る
香
嵐
渓
を
擁
し
て
お
り
、
歴

史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
住
民
主
体
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
修
景
を
重
視
し
た
案
内

サ
イ
ン
整
備
や
無
電
柱
化
、
横
断
歩
道
の
ラ

イ
ン
除
去
と
い
っ
た
景
観
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
は
主
に
ソ
フ
ト
整
備
を
行
っ

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
　
と
　
め

　

国
道
１
５
３
号
足
助
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
整
備
に
よ
っ
て
生
活
や
産
業
、
観
光
の

各
方
面
へ
の
大
き
な
成
果
が
あ
り
、
事
業
効

果
の
高
い
公
共
事
業
の
鏡
と
も
い
う
べ
き
事

例
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
助
香
嵐
渓
地
区
に
お
け
る
伝
統

的
な
町
並
み
と
香
嵐
渓
は
場
所
が
離
れ
て
い

る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
に
活
用
の
検
討
が
な
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
、
足
助
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に

よ
り
一
体
的
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
観
光
面
で
の
一
層
の
活
性
化
に
結
び

つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

道
路
整
備
が
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
を

も
た
ら
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
例
で
あ
り
、

三
条
市
も
見
習
う
べ
き
点
が
多
い
も
の
と

感
じ
ま
し
た
。

 　    河川改修・国道整備促進特別委員会

◎熊倉　　均、○岡田　竜一、阿部銀次郎、武石　栄二、酒井　　健、
　横山　一雄、　武藤　元美、坂井　良永、野崎　正志、長橋　一弘

７月７日・８日

ぎいん
見聞録

名古屋市　国土交通省名四国道事務所

豊田市　重要伝統的建造物群保存地区の町並み
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決 算 審 査 特 別 委 員 会 審 査 報 告ぎ い ん 見 聞 録 		

【決算審査特別委員会　　 　レポート】審 査



議会を
傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は 12／8 ～火

11.1  No.182015/H27

《平成27年９月定例会（９月２日～28日）》
　●議案賛否一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
《市政を問う》
　●大綱質疑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4
　●一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7
　●常任委員会審査レポート・・・・・P13
　●決算審査特別委員会審査レポート・・・・P14
《ぎいん見聞録》
　●行政視察報告・・・・・・・・・・・・・・・・・P15

【今号の主な内容】

さんじょう
市議会
だより

議会だよりへのご意見・ご要望は、こちらまで。
電話：0256-34-5511㈹ 内線347　Fax：0256-33-8861　メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp 検索三条市議会

パソコンでも情報発信中！

三条・燕総合グラウンド全天候化

野球教室（タイガース）

 7  月

 8  月

 9  月

発行／三条市議会　　編集／議会報編集委員会　　責任者／議長  森山　昭

三条市議会事務局
電話：0256-34-5511㈹　内線347 F a x：0256-33-8861
http://www.city.sanjo.niigata.jp/ E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

編 集 後 記

委 員 長　野崎正志
副委員長　坂井良永
　　　　　野嵜久雄　　河原井拓也
　　　　　山田富義　　長橋一弘

【議会報編集委員会】

この印刷物は、
植物油インクと再生紙を
使用しています。

　２日　兵庫県加古川市議会視察来条
　３日　埼玉県川島町議会視察来条
　６日　議会運営委員会
　　　　相馬地方広域水道企業団議会視察来条
　７日　河川改修・国道整備促進特別委員会行政視察

～８日（愛知県名古屋市、豊田市）
　　　　青森県板柳町議会視察来条
　９日　鳥取県三朝町議会視察来条
１０日　静岡県浜松市議会視察来条
　　　　千葉県千葉市議会視察来条
１３日　大阪府守口市議会視察来条
　　　　地方議会議員セミナー [公明党議員団]

～１４日（東京都）
１４日　愛媛県西予市議会視察来条
１５日　三市議会議員合同研修会（田上町）
１６日　広島県三原市議会視察来条
１７日　議員活動基本講座[新政クラブ]（東京都）
２１日　議会報編集委員会
　　　　神奈川県横浜市会視察来条
２２日　自民クラブ行政視察　～２４日（北海道釧路市、根

室市、帯広市）
２３日　滋賀県豊郷町議会視察来条
２７日　議員定数等調査特別委員会
２８日　議会報編集委員会
　　　　茨城県取手市議会視察来条
２９日　静岡県議会視察来条
３０日　岐阜県中津川市議会視察来条
３１日　議会報編集委員会
　　　　福岡県飯塚市議会視察来条

　３日　自由クラブ行政視察　～５日（北海道北広島市、小
樽市、苫小牧市）

　５日　愛媛県伊予市議会視察来条
　７日　地域医療再生セミナー [新しい風]

～８日（東京都）
１１日　経済建設常任委員協議会
１７日　市民福祉常任委員協議会
１８日　東京都多摩市議会視察来条
　　　　兵庫県姫路市議会視察来条
１９日　中越地区市議会合同議員研修会（小千谷市）
２０日　総務文教常任委員協議会
２４日　新潟県市議会議長会秋季定期総会（三条市）
　　　　第33回市町村議会議員研修会in YOKOHAMA[日

本共産党議員団]　～２５日（横浜市）

２６日　議案概要説明会
　　　　議会運営委員会
　　　　鹿児島県議会視察来条
２８日　議員定数等調査特別委員会

　１日　議会運営委員会
　２日　本会議[決算審査特別委員会設置～委員選任、提案説明]
　　　　決算審査特別委員会
　４日　本会議[大綱質疑～委員会付託]
　７日　本会議[一般質問]
　８日　本会議[一般質問]
　９日　本会議[一般質問]
　　　　議会報編集委員会
１０日　市民福祉常任委員会
１１日　経済建設常任委員会
　　　　経済建設常任委員協議会
１４日　総務文教常任委員会
　　　　総務文教常任委員協議会
１５日　決算審査特別委員会(市民福祉分科会)
１６日　決算審査特別委員会(経済建設分科会)
１７日　決算審査特別委員会(総務文教分科会)
２４日　決算審査特別委員会
２５日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会
２６日　第34回高齢社会をよくする女性の会全国大会in長岡
　　　　[公明党議員団、日本共産党議員団]

～２７日（長岡市）
２８日　議会運営委員会
　　　　本会議[委員長報告～採決]
　　　　総務文教常任委員協議会

12月定例会日程12月定例会日程

議 会 日 誌議 会 日 誌

　８日(火)　本会議[提案説明]
　９日(水)　本会議[大綱質疑～委員会付託、一般質問]
１０日(木)　本会議[一般質問]
１１日(金)　本会議[一般質問]
１４日(月)　本会議[一般質問]
１５日(火)　市民福祉常任委員会
１６日(水)　経済建設常任委員会
１７日(木)　総務文教常任委員会
２２日(火)　本会議[委員長報告～採決]

（健康とスポーツ）

　９月定例会を下田公民館女性セミナーメンバー約30名の方々が傍聴されました。他の傍聴者を含めて固定の椅子では不足し、事務局
メンバーがうれしい悲鳴を上げた次第です。当然、議員および理事者サイドにも良い意味での緊張感が見られました。
　議会は、市政の最高意思決定機関としての位置付けです。現在はいまだ平日、日中での開催ですが、現地現場で見ていただければ幸い
です。また、インターネットでの生中継・録画放映も実施しております。三条市議会は開かれた議会を目指しています。市民の皆様方の忌憚
のないご意見をお寄せください。
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